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震
災
復
興
役
割
考
え
る

松
本
で
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
大
会

第
1
8
回
全
堅
巾
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
宿
報
が
正
し
く
公
表
さ
れ
ず
、
安
蘇日用ほ旭一†明′▲′′

腰幣慰黒革マン

電
力
会
社
が
救
治
に
関
与
し
原
準

を
推
進
し
て
き
た
た
め
「
情
報
公
…

閲
で
不
当
な
圧
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
川
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ン
松
本
大
会
（
全
国
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
連
結
会
議
主
催
）
が
3
日
、

松
本
市
浅
間
温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー

で
2
日
間
の
日
程
で
開
幕
し
た
＝

写
真
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
「
震

災
¢
復
興
と
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
」
が
テ
ー
マ
。
原
発
事
故
の
背

景
に
あ
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
示
し
、

今
後
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
果
た

す
役
割
を
考
え
た
。
．

県
内
で
は
初
開
催
で
、
2
0
0

人
以
上
が
参
加
。
従
来
は
原
発
の

全
性
の
検
証
が
お
ろ
そ
か
だ
っ
た

と
の
認
識
か
ら
、
連
絡
会
議
代
表

幹
事
ら
が
「
安
全
神
話
が
ど
う
作

ら
れ
た
か
や
政
官
財
の
癒
着
に
メ

ス
を
入
れ
た
い
」
と
表
明
。
被
災

し
た
東
北
地
方
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

も
参
加
、
税
金
が
無
駄
遣
い
さ
れ

ず
「
復
旧
に
必
要
な
も
の
」
に
使
わ

れ
て
い
る
か
監
視
す
る
と
し
た
。

■
　
連
絡
会
議
は
全
国
の
自
治
体
が

壷
力
を
ど
う
購
入
し
て
い
る
か
調

査
。
2
0
1
0
年
度
に
地
域
独
占

気
事
業
者
（
P
P
S
）
か
ら
都
道

府
県
が
購
入
し
た
例
は
6
％
だ
っ

た
な
ど
と
し
て
、
「
購
入
割
合
は

ま
だ
低
い
」
と
報
告
。
電
力
会
社

の
新
規
参
入
を
促
す
た
め
発
送
電

分
離
の
必
要
を
訴
え
る
と
と
も

な
い
と
い
け
な
い
」
と
し
た
。

自
治
体
や
住
民
が
主
役
と
な
っ

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

取
り
拒
む
ド
イ
ツ
の
事
例
を
講
演

し
た
千
葉
恒
久
弁
護
士
秦
奉

は
「
草
ネ
ル
ギ
ー
転
換
は
新
し
い

社
会
を
築
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
指
摘
。

千
葉
弁
護
士
や
学
者
ら
を
交
え
た

パ
ネ
ル
討
論
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
市
民
の
手
に
取
り
戻
す
。

そ
の
た
め
に
情
報
公
開
を
し
て
い

く
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

の
電
力
会
社
以
外
の
特
定
規
模
電
た
、
や
ら
せ
メ
ー
ル
事
件
な
ど
で
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税
金
の
使
い
方
市
民
目
線
で

松
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
全
国
大
会

情
報
公
開
制
度
を
活
用

し
て
行
政
な
ど
の
違
法
・

不
当
行
為
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
「
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
」
の
第
1
8
回
全
国
大

会
が
3
日
、
松
杢
叩
浅
間

温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
で
始

ま
っ
た
。
全
国
各
地
か
ら

約
2
0
0
人
が
参
加
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
に

関
す
る
調
査
活
動
の
報
告

や
専
門
家
の
講
演
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
東
日
本
大
震
災

や
福
島
第
1
原
子
力
発
電

所
の
放
射
能
漏
れ
事
故
を

踏
ま
え
た
今
後
の
活
動
を

探
っ
た
。
4
日
は
各
地
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
る
。

全
体
報
告
で
は
、
都
道

府
県
や
政
令
市
、
中
核
市

の
電
力
購
入
状
況
を
調
べ

た
結
果
が
示
さ
れ
た
。
電

力
会
社
以
外
か
ら
の
電
気

購
入
が
で
き
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
り
、
負
担
し

て
い
る
電
気
料
金
の
管
理

が
不
十
分
だ
っ
た
り
す
る

自
治
体
も
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
上
の
課
題
が
浮

か
ん
だ
。
原
子
力
発
電
の
関
連
施

設
が
あ
る
市
町
村
の
財
政

さ
つ
を
し
た
松
本
平
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
宮
川
達

雄
代
表
は
「
市
民
目
線
で

税
金
の
使
い
方
を
ど
う
し

て
い
く
か
考
え
て
い
く
た

め
（
参
加
者
同
士
で
〕
い

ろ
い
ろ
交
流
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
浦
田
　
畏
）

豊
国
各
地
の
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

〓
空
に
集
ま
っ
た
大
会

状
況
も
報
告
さ

れ
、
施
設
の
な

い
市
町
村
に
比

べ
て
固
定
資
産

税
や
寄
付
金
の

収
入
が
著
し
く

多
く
、
1
人
当

た
り
の
歳
出
額

も
膨
ら
ん
で
い

る
実
情
が
示
さ
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